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曽根大会運営委員長

第49回中条地区校区民体育祭を終えて
体育祭運営委員長 曽 根 茂 人

今年の校区民体育祭は、快晴の下 7月 29日 に開催されま

した。

毎年、天候に悩まされてきましたが、今年に限つては大変

暑く、またそれ以上に競技の方も最後のレースで北原チーム

の優勝が決まるという大変熱い戦いとなりました。また応援

も各チームで趣向をこらした物が多く、体育祭を盛り上げて

頂きました。

来年は第50回の記念すべき、節目の体育祭となります。

この体育祭が、60回、70回そして100回と、中条地区みな

さんの力によつて長く続いて行くことを願つております。

最後になりましたが、事前の準備から当日の運営まで裏方

として頑張つて下さいました役員の皆さんに御礼申し上げた

いと思います。

≒

油差し箱書き
振興会事務局長 吉 村 重 敏

油差しを保存する木箱には、杉本周徳が経過を記しています

ので、以下紹介いたします。

木箱側面  最明寺公紀念物 順翁代 下町樋熊徳助寄附
木箱蓋裏  回碑二停フ 最明寺時頼公諸国司ノ治蹟ヲ探ラ
ンカ為メニ主従二人六十六部ヲ装フテ回国セラル 偶営村桂
沢ノ邊二於テ賊難二遭ハセラル 樋熊徳助其難ヲ怒レミ止メ
テ之ヲ優待ス 公此器ヲ止メテ其恩二報ヘラルト云フ 明治
参拾六年四月営主徳助古器ノ散供ヲ恐レテ之レヲ長泉寺観音

前二寄附セラル 順翁道孝代り云法名道崇 卜称ス ニ師ノ名
国音ヲ同フスルモ亦寄ナラスヤ 紹介者 杉本周徳誌
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新田チームは総力戦で挑み大健闘

町内対抗リレーでの力走

けょムのび察15周年を迎え―て
じょんのび会会長 岡 田 トシ エ

15年間事故なく過こせたこと|よ、地域の皆様及び行政のこ協力と心より感謝

申し上げます。発足目的|よ、高齢になつても健康で長生きすることでした。月 1

回大勢のボランティアの支えで、皆さんが―曰楽しく喜んで帰るその笑顔にほつ

とします。

地域の方からも多くの寄附を頂き、又大勢の慰問団体から楽しませてもらいま

した。県からも評価され数箇所で発表、視察がまいりました。自慢できる「じよ

んのび会」です。損得なく熱意を持つてこ協力いただいているの|よ、地区振興会

の地域の支援体制の基礎が大きな力だと感謝しております。これからも20年に

向つてがんばります。


